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紙質調査による為家本源氏物語の研究

　
　
　
　

一　

伝
為
家
筆
河
内
本
源
氏
物
語

　

藤
原
為
家（
一
一
九
八
～
一
二
七
五
）を
伝
称
筆
者
と
す
る
、
大
判
の
古
筆
切（
縦
三
二
セ
ン
チ
、
横
二
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
、
い
わ
ゆ
る

大お
お

四よ
つ

半は
ん

切ぎ
れ

）
が
あ
る
。
そ
の
残
存
状
況
は
一
群
と
い
い
う
る
ほ
ど
の
大
量
の
断
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
、
一
葉
一
葉
に
解
体
さ
れ

る
以
前
の
冊
子
体
の
写
本
を
、
い
ま「
伝
為
家
筆
河
内
本
源
氏
物
語
」（「
為
家
本
」と
略
称
）と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
本
稿
は
、
こ

の
為
家
本
に
つ
い
て
、
従
来
の
書
誌
学
・
文
献
学
か
ら
や
や
離
れ
、
光
学
的
機
器
に
よ
る
紙
質
調
査
を
通
し
て
、
そ
の
本
来
の
冊
子
体
を

想
定
す
る
検
討
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

古
筆
切
研
究
の
基
本
書
で
あ
り
、
か
つ
一
大
集
大
成
の
書
で
も
あ
る『
古
筆
学
大
成
』に
よ
れ
ば
、
為
家
本
に
つ
い
て
、

筆
者
を
藤
原
為
家
と
伝
え
る
が
、
そ
の
真
跡
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
為
家
の
生
存
期
に
適
合
す
る
写
本
で
、
古
筆
家
の
鑑
定

紙
質
調
査
に
よ
る
為
家
本
源
氏
物
語
の
研
究

横
井
　
　
孝

澤
山
　
　
茂

250255_実践女子大学文芸資料研究所_年報41号00ブック.indb   11 2022/03/17   16:12:29



― 12 ―

は
時
代
相
応
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。本
文
は
河
内
本
の
系
統
。本
文
中
に
、朱
筆
の
句
読
点
を
打
っ
て
い
る
。河
内
本
の
成
立
後
、

ほ
ど
な
い
こ
ろ
に
書
写
さ
れ
た
当
代
類
本
中
に
そ
の
比
を
見
な
い
大
型
本
で
、
高
貴
の
人
に
進
覧
さ
れ
た
一
本
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

こ
れ
ら
一
群
の
断
簡
は
、「
若
紫
」、「
花
宴
」、「
賢
木
」、「
薄
雲
」、「
真
木
柱
」、「
竹
河
」の
巻
々
で
あ
る
。
さ
き
の
極
札
に
よ
り
、

当
初
は
一
具
五
十
四
帖
の
揃
い
で
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
す
で
に
右
の
数
帖
を
残
す
残
欠
本
と
な
り
、
そ
れ

ら
が
分
断
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る（

１
）。

と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
為
家
の
生
存
期
に
適
合
す
る
写
本
」「
古
筆
家
の
鑑
定
は
時
代
相
応
」
と
は
、
専
門
家
に
よ
る
書
誌
学
・
文
献
学

的
観
点
か
ら
の
推
察
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
判
定
は
、
よ
ほ
ど
古
典
籍
の
扱
い
に
習
熟
し
た
研
究
者
で
な
け
れ
ば
得
に
く
い
も
の
で

あ
ろ
う
。
あ
え
て
言
わ
ば
、
客
観
性
を
得
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
推
定
に
科
学
的
な
客
観
性
を
付
与
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
き
た
。
池
田
和
臣
は
早
く
か
ら
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ

る
年
代
測
定
に
取
り
組
み
、
斯
界
に
お
け
る
科
学
的
観
点
の
導
入
に
寄
与
し
て
き
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
。
池
田
は
家
蔵
の
伝
為
家
筆
真

木
柱
巻
の
大
四
半
切
が
、
本
稿
に
い
う
為
家
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
名
古
屋
大
学
宇
宙
環
境
研
究
所
年
代
測
定
部
（
も
と
同
大
学
年

代
測
定
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）と
の
共
同
研
究
で
、

そ
の
結
果
は
、
95
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
実
年
代
が
誤
差
範
囲
に
含
ま
れ
る
２
シ
グ
マ
の
誤
差
範
囲
７
５
０
±
３
９［
Ｂ
Ｐ
］を
暦
年

代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
２
５
５（
１
２
７
１
）１
２
８
２［
ｃ
ａ
ｌ
Ａ
Ｄ
］。
炭
素
14
年
代
が
一
二
七
一
年
で
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が

一
二
五
五
年
、
下
限
が
一
二
八
二
年
で
あ
る
。
尾
州
家
本
の
書
写
さ
れ
た
正
嘉
二
年（
一
二
五
八
）の
年
代
を
含
ん
だ
結
果
が
出
て
い

る
。
親
行
の
河
内
本
原
本
に
極
め
て
近
い
書
写
本
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た（

２
）。
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紙質調査による為家本源氏物語の研究

と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
科
学
的
な
デ
ー
タ
が
必
ず
し
も
国
文
学
の
立
場
に
応
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
、書
誌
学
・

文
献
学
の
専
門
的
想
定
と
加
速
器
質
量
分
析
計
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
調
査
結
果
が
対
応
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
知
見
を
勘
案
す
れ
ば
、
藤
原
為
家
を
筆
者
に
擬
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
一
三
世
紀
中
盤
に
五
四
帖
ま
た
は
複
数
の
巻
を
有
す

る
写
本
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
断
簡
を
含
め
て
平
安
期
の『
源
氏
物
語
』写
本
が
確
認
さ
れ
な
い
現
在
、
鎌
倉
期
写
本
の
存
在
は
希
少

で
あ
り
、
か
つ
き
わ
め
て
貴
重
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
鎌
倉
期
書
写
と
目
さ
れ
、
存
在
が
仮
想
さ
れ
る
為
家
本
復
元
に
向
け
て
の

考
究
の
意
義
は
十
分
に
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

二　

為
家
本
の
現
状

　
「
為
家
本
」存
在
の
指
標
と
な
る「
伝
藤
原
為
家
筆
大
四
半
河
内
本
源
氏
物
語
切
」に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
示
す
と
こ
ろ
を
交
え
て
概
観

し
て
お
こ
う
。

　

そ
の
指
摘
は
早
く
一
九
四
三
年
、
堀
部
正
二
が
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
と
関
連
の
あ
る
諸
本
に
言
及
し
た
際
、
京
都
里
見
忠
三
郎
蔵

伝
為
家
筆
幻
の
巻
一
巻（

３
）が

断
簡
群
と「
疑
な
き
同
筆
の
も
の
」と
し
て「
大
阪
切
」な
る
も
の
を
挙
げ
、

（
幻
の
一
巻
の
）他
に
郷
男
爵
家
旧
蔵
帚
木
巻
一
巻
・
広
岡
家
旧
蔵
梅
枝
巻
一
巻
を
初
め
、
里
見
氏
蔵
手
鑑
所
収
賢
木
巻
断
簡
・
下
村

家
旧
蔵
夕
霧
巻
断
簡
・
戸
田
子
爵
家
旧
蔵
手
鑑
所
収
某
巻
断
簡
な
ど
の
存
在
を
も
知
り
得
た
。
尚
、
七
海
氏
も
蔵
せ
ら
れ
る
由
伝
聞

し
た
が
、
す
れ
ば
こ
の
手
の
源
氏
も
近
世
ま
で
相
当
分
伝
は
つ
て
ゐ
た
も
の
ら
し
い
。（
里
見
本
に
あ
る
了
音
の
極
め
書
に
は
、
既
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に
幻
巻
一
巻
為
家
筆
と
あ
る
か
ら
、
江
戸
中
期
に
は
分
離
し
て
、
各
巻
散
在
す
る
事
と
な
つ
た
ら
し
い（

４
））。

と
そ
の
所
在
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
右
に
も「
一
群
と
い
い
う
る
ほ
ど
の
大
量
の
断
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
」と
述
べ
た
が
、
伝
称
筆
者

を
同
じ
ゅ
う
し
、
形
態
も
近
似
す
る
か
ら
と
い
っ
て
真
に
ツ
レ
と
し
て
扱
え
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
。

　

高
田
信
敬
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
収
め
る
伝
為
家
筆
断
簡
の
う
ち
か
ら
、

（一）
～

（九）
と
番
号
を
付
し
た
断
簡
を
め
ぐ
っ
て
賢
木
・
薄
雲
・

真
木
柱
の
三
巻
の
み
を
同
筆
と
し
て
い
る
。

　

為
家
に
あ
ら
ざ
る
は
明
か
と
し
て
、
し
か
し
鎌
倉
時
代
中
期
を
下
る
こ
と
の
な
い
、
肥
痩
の
変
化
を
押
え
た
温
潤
な
筆
跡
で
あ
る
。

な
お
他
に
も
ツ
レ
が
存
在
す
る
か
の
如
き
報
告
を
見
る
が
、
不
正
確
も
し
く
は
不
親
切
と
思
わ
れ
る
の
で
一
言
し
て
お
く
。
す
な
わ

ち
（二）
・

（四）
・

（五）
・

（八）
・

（九）（
稿
者
注
―
―
賢
木
・
薄
雲
・
真
木
柱
の
三
巻
の
例
）を
他
の
別
筆
資
料
三
点
と
共
に
一
括
し
て
掲
げ
る
も

の
で
、
そ
の
す
べ
て
を
同
筆
と
見
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
し
―
―
図
版
番
号
162
（
稿
者
注
―
―
『
古
筆
学
大
成
』）
の
花
宴
一
巻
の
如

き
は
列
帖
装
冊
子
体
の
改
装
で
、書
影
か
ら
字
高
を
推
定
す
る
と
二
八
・
二
糎
と
な
り
、右
の

（一）
～

（九）
と
は
別
筆
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

字
高
も
一
糎
ほ
ど
大
―
―
ま
た
源
氏
物
語
を
数
手
で
写
し
、
別
筆
で
あ
っ
て
も
元
来
一
具
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
す
必

要
が
あ
る（

５
）。

　

一
方
、
田
中
登
は「
ツ
レ
と
お
ぼ
し
き
切
」と
確
認
で
き
た
も
の
と
し
て
、
薄
雲
の
巻
断
簡
の
他
に『
古
筆
学
大
成
』に
掲
載
す
る
若
紫
・

賢
木
・
真
木
柱
の
切
を
挙
げ
る
。
そ
の
上
で
、
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紙質調査による為家本源氏物語の研究

 　

そ
の
伝
為
家
筆
切
と
同
様
に
、
も
と
縦
三
〇
セ
ン
チ
を
優
に
越
え
る
大
型
の
冊
子
本
な
が
ら
、
現
在
で
は
巻
子
本
に
改
装
さ
れ

て
伝
存
す
る
巻
々
が
、
諸
家
の
も
と
に
何
点
か
伝
わ
っ
て
い
る
…
…

　
（
稿
者
注
―
―
帚
木
・
花
宴
・
蓬
生
・
藤
裏
葉
・
柏
木
・
鈴
虫
・
夕
霧
・
幻
を
挙
げ
る
。
省
略
）

 　

と
こ
ろ
が
、
話
が
い
さ
さ
か
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、
先
に
挙
げ
た
薄
雲
巻
や
若
紫
・
賢
木
・
真
木
柱
の
巻
々
の
切
と
、
こ
こ
に

指
摘
し
た
巻
々
と
で
は
、
明
ら
か
に
筆
跡
が
違
う
事
で
あ
る
。
前
者
は
全
体
に
や
わ
ら
か
く
細
い
線
が
目
立
つ
筆
跡
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
後
者
は
力
強
さ
を
押
し
出
し
た
、
縦
長
の
文
字
が
目
立
つ
、
い
わ
ゆ
る
後
京
極
様
の
そ
れ
で
あ
る
。

　

筆
跡
を
除
い
た
、
も
と
縦
が
三
〇
セ
ン
チ
を
優
に
越
え
る
大
型
冊
子
本
で
あ
る
こ
と
や
、
至
る
所
に
朱
の
句
点
が
施
さ
れ
て
い
る

点
、
さ
ら
に
一
面
の
行
数
が
十
一
行
で
あ
る
点
な
ど
、
書
誌
的
な
面
で
は
一
致
す
る
も
の
の
、
肝
心
の
筆
跡
が
異
な
る
の
で
は
、
こ

れ
ら
を
も
と
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
と
、
そ
う
簡
単
に
認
め
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い（

６
）。

と
述
べ
て
い
る
。
い
ま
両
者
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
資
料
を
仮
設「
為
家
本
」の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
な
る
。

▼
若
紫
…
…
…
『
古
筆
学
大
成
』第
二
三
巻
図
161
。
久
曽
神『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』第
一
部-

55
。

▼
賢
木�

…
…
…
『
古
典
籍
と
古
筆
切
―
―
鶴
見
大
学
蔵
貴
重
書
展
解
説
目
録
』
所
載
。
ほ
か
に
南
園
文
庫
蔵
断
簡
と
実
践
女
子
大
学

蔵
手
鑑『
筆
陣
』所
収
断
簡
の
二
葉
が
あ
る
。

▼
蓬
生
…
…
…
天
理
図
書
館
蔵
。
天
理
図
書
館
善
本
叢
書『
源
氏
物
語
諸
本
集
一
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
三
年
一
一
月
刊
）

▼
薄
雲
…
…
…
後
述
の
一
覧
参
照
。

▼
真
木�

柱
…
…
個
人
蔵
二
葉
が
知
ら
れ
て
い
る
。
池
田
和
臣『
源
氏
物
語
生
々
流
転　

論
考
と
資
料
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
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三
月
刊
）。
田
中
登
編『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
・
第
五
輯
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
九
月
刊
）六
八
所
載
。

　

さ
ら
に
、
縦
三
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る
形
状
を
持
ち
、
な
お
か
つ
右
の
諸
巻
と
関
連
も
し
く
は
類
似
す
る
と
さ
れ
る
巻
々
に
は
次
の
ご
と

き
諸
巻
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る（

７
）。

【
表
一
】　

伝
藤
原
為
家
筆
大
四
半
切
と
類
似
す
る
形
態
の
諸
本

巻
序
巻　

名
形　

態

備　
　
　

考　

・　

文　
　
　

献

2

帚　

木
断　

簡
堀
部
正
二『
中
古
日
本
文
学
の
研
究
』（
教
育
図
書
、
一
九
三
三
年
一
月
刊
、
以
下「
堀
部『
研
究
』」と
略
称
す
る
）

に「
古
筆
家
の
為
家
筆
大
阪
切
と
称
す
る
も
の
で
、
他
に
郷
男
爵
家
旧
蔵
帚
木
巻
一
巻
」と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ

ろ
う
。『
源
氏
物
語
大
成　

巻
七
・
研
究
資
料
篇
』（
中
央
公
論
社
、一
九
五
六
年
一
一
月
刊
）。
学
習
院
大
学
現
蔵
。

4

夕　

顔
断　

簡
堀
部『
研
究
』「
下
村
家
旧
蔵
夕
顔
巻
断
簡
」

8

花　

宴
巻
子
本
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
三
巻
所
収
図
162
。
國
學
院
大
學
蔵
。
現
在
巻
子
本
改
装
さ
れ
て
い
る
。
一
帖
分
の
本
文

は
保
存
す
る
。
渋
谷
栄
一「
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
伝
藤
原
為
家
卿
筆「
源
氏
物
語　

花
宴
」（
一
軸
）に
つ
い
て
」

（『
國
學
院
大
學
図
書
館
紀
要
』第
七
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）。

13

明　

石
巻
子
本
彦
根
城
博
物
館
蔵
。

21

少　

女
断　

簡
日
比
野
浩
信『
は
じ
め
て
の
古
筆
切
』83（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
九
年
四
月
刊
）。

26

常　

夏
折　

本

（
模
写
）

現
存
せ
ず
、
模
写
本
が
あ
る
。
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
。
中
葉
芳
子
「『
伝
藤
原
為
家
筆
源
氏

物
語
常
夏
（
模
写
）』
解
題
並
び
に
翻
刻
・
影
印
」（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第
三
九
号
、

二
〇
二
〇
年
三
月
）。

30

藤　

袴
断　

簡
金
刀
比
羅
宮
蔵
古
筆
手
鑑『
古
今
筆
陳
』所
収
断
簡
。
聴
松
室
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
断
簡
を
ツ
レ
と
し
た（
岸
本
理

恵「
伝
藤
原
為
氏
筆『
源
氏
物
語
』藤
袴
巻
の
新
出
断
簡
」『
関
西
大
学
国
文
学
』第
一
〇
四
号
、二
〇
二
〇
年
三
月
）。
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32

梅　

枝
断　

簡
堀
部『
研
究
』「
広
岡
家
旧
蔵
梅
枝
巻
一
巻
」。

33

藤
裏
葉
巻
子
本
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
。『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語
・
第
十
二
巻　

鎌
倉
期
諸
本
集
一
』（
八
木
書
店
、

一
九
九
六
年
七
月
刊
）

36

柏　

木
巻
子
本
『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語
・
第
十
二
巻　

鎌
倉
期
諸
本
集
一
』。

38

鈴　

虫
巻
子
本
天
理
図
書
館
善
本
叢
書『
源
氏
物
語
諸
本
集
二
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
八
年
一
月
刊
）

39

夕　

霧
巻
子
本
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
。『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語
・
第
十
三
巻　

鎌
倉
期
諸
本
集
二
』（
八
木
書
店
、

一
九
九
六
年
九
月
刊
）。

41

幻

巻
子
本
堀
部『
研
究
』に「
京
都
里
見
忠
三
郎
氏
所
蔵
の
伝
為
家
筆
幻
巻
…
…
も
と
大
和
綴
の
冊
子
で
あ
つ
た
の
を
両
面

は
が
し
に
し
て
巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
で
（
一
面
は
縦
一
尺
三
寸
横
七
寸
五
分
で
あ
る
が
相
当
に
裁
断
さ
れ
て

ゐ
る
ら
し
い
）」と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
現
在
巻
子
装
。
一
丁
分
の
欠
落
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
一
帖
の
本
文

を
保
存
す
る
。

44

竹　

河
断　

簡
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
断
簡〔
ヨ
６
―
32
〕。

　

い
ま
こ
こ
で
こ
れ
ら
を
一
括
し
て「
為
家
本
」と
し
て
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
竹
河
の
巻
切
の
よ
う
に
明
ら
か
な
別
筆

の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
々
が
必
ず
し
も
「
一
具
で
あ
っ
た
は
ず
も
な
」
く
、「
同
筆
同
型
で
あ
っ
て
も
一
具
を
な
し
て
い
た
と
は
断

定
し
え
な
い
」と
断
ず
る
高
田
信
敬
の
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
高
田
は
、

縦
一
尺
を
越
え
る
大
型
冊
子
本
の
ほ
と
ん
ど
が
河
内
本
で
あ
り
、
大
四
つ
半
切
に
あ
っ
て
も
同
様
、
い
ず
れ
も
毎
半
葉
一
〇
も
し
く

は
一
一
行
写
。
…
…
大
型
本
と
河
内
本
本
文
の
親
縁
性
は
注
目
し
て
よ
い
。
源
氏
物
語
は
い
か
な
る
器
に
も
自
在
に
盛
り
う
る
わ
け

で
は
な
く
、
書
物
を
写
し
伝
え
る
家
ご
と
の
様
式
の
差
・
学
統
間
で
の
相
異
等
、
多
角
的
な
考
証
を
必
要
と
す
る
問
題
だ
が
、
す
く

な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
は
特
定
の
本
の
か
た
ち
と
特
定
の
本
文
が
結
ば
れ
る
傾
向
を
否
定
し
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

８
）。
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と
も
指
摘
す
る
。
特
定
の
一
本
が
、
右
の
諸
巻
の
よ
う
に
散
在
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
鎌
倉
期
の
河
内
本
の
周
辺
領
域
を
―
―
そ
の

境
界
線
は
明
瞭
で
な
く
と
も
―
―
あ
る
程
度
の
範
囲
で
示
唆
し
て
い
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
重
要
な
事
実
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
現
在
の
と

こ
ろ『
源
氏
物
語
』全
体
に
及
ぶ
こ
と
が
な
い
に
せ
よ
、
特
定
の
一
巻
、
特
定
の
場
面
を
復
元
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
十
分
で
は
な
い
に
せ

よ
、
古
筆
切
は「
本
文
資
料
」た
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　

三　

薄
雲
の
巻
断
簡
の
調
査

　

断
簡
と
い
っ
て
も
無
視
し
が
た
い
の
は
、
当
該
の
伝
為
家
筆
大
四
半
切
の
薄
雲
の
巻
で
あ
る
。
管
見
に
及
ぶ
だ
け
で
も
、
次
表
の
ご
と

く
大
量
の
断
簡
を
集
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
に
実
践
女
子
大
学
が
集
中
的
に
収
集
し
た
た
め
、
後
述
の
よ
う
に
至

近
で
子
細
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
便
宜
が
あ
る
。

【
表
二
】　

伝
為
家
筆
大
四
半
河
内
本『
源
氏
物
語
』薄
雲
の
巻
切
一
覧

当
該
断
簡
の『
源
氏
物
語
大
成
』本
文
相
当
頁
行
数（
冒
頭
～
末
尾
）

所
在
・
掲
載
文
献
等

1

六
〇
四
頁
10
行
目「
た
と
ら
め
あ
」
～
六
〇
五
頁
３
行
目「
こ
れ
は
や
む
」

実
践
女
子
大
学
図
書
館

2

六
〇
五
頁
３
行
目「
事
な
き
御
か
」
～
六
〇
五
頁
９
行
目「
と
を
し
さ
に
」

実
践
女
子
大
学
図
書
館

３

六
〇
五
頁
９
行
目「
し
ゐ
て
も
え
」
～
六
〇
六
頁
２
行
目「
な
き
事
さ
へ
」

国
文
学
研
究
資
料
館〔
ヨ
６
―
30
〕

４

六
〇
七
頁
８
行
目「
と
め
て
た
く
」
～
六
〇
七
頁
14
行
目「
か
れ
い
つ
か
」

個
人
蔵

５

六
〇
八
頁
７
行
目「
よ
り
は
な
や
」
～
六
〇
八
頁
13
行
目「
こ
え
た
ま
ふ
」

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
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６

六
〇
八
頁
13
行
目「
や
ま
さ
と
の
」
～
六
〇
九
頁
５
行
目「
れ
に
た
り
又
」

国
文
学
研
究
資
料
館〔
ヨ
６
―
35
〕

７

六
〇
九
頁
12
行
目「
人
め
の
と
よ
」
～
六
一
〇
頁
３
行
目「
う
つ
く
し
き
」

『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
・
第
四
輯
』

８

六
一
〇
頁
５
行
目「
に
ま
い
り
つ
」
～
六
一
〇
頁
10
行
目「
な
と
や
う
に
」

鶴
見
大
学
図
書
館

９

六
一
一
頁
３
行
目「
く
し
も
の
さ
」
～
六
一
一
頁
10
行
目「
か
け
て
中
将
」

個
人
蔵

10

六
一
五
頁
13
行
目「
お
ほ
し
し
ら
」
～
六
一
六
頁
６
行
目「
き
り
さ
ふ
ら
」

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

11

六
一
六
頁
６
行
目「
ひ
て
こ
ま
か
」
～
六
一
六
頁
12
行
目「
も
ほ
の

く
」

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

12

六
一
六
頁
12
行
目「
き
こ
ゆ
る
に
」
～
六
一
七
頁
５
行
目「
ん
事
も
の
こ
」

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

13

六
一
八
頁
５
行
目「
は
の
こ
す
ゑ
」
～
六
一
八
頁
12
行
目「
も
お
も
き
所
」

国
文
学
研
究
資
料
館〔
ヨ
６
―
19
〕

14

六
一
九
頁
11
行
目「
か
く
心
に
こ
」
～
六
二
〇
頁
４
行
目「
は
へ
る
な
り
」

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

15

六
二
〇
頁
４
行
目「
若
君
は
ら
ま
」
～
六
二
〇
頁
11
行
目「
す
ゝ
み
そ
う
」

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

16

六
二
四
頁
９
行
目「
み
か
と
は
あ
」
～
六
二
五
頁
１
行
目「
る
と
こ
ろ
に
」

個
人
蔵

17

六
二
五
頁
１
行
目「
う
つ
り
て
さ
」
～
六
二
五
頁
８
行
目「
も
て
か
し
つ
」

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

18

六
二
八
頁
１
行
目「
う
ち
ゆ
き
か
」
～
六
二
八
頁
７
行
目「
ち
な
る
と
も
」

『
古
筆
学
大
成
』二
三
巻

19

六
二
九
頁
14
行
目「
ま
さ
り
た
め
」
～
六
三
〇
頁
７
行
目「
な
に
よ
せ
て
」

国
文
学
研
究
資
料
館〔
ヨ
６
―
31
〕

　

こ
の
一
九
枚
の
古
筆
切
は
ツ
レ
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
国
文
学
の
立
場
か
ら
も
、
あ
る
い
は
専
門
で
は
な
く
と
も
文
字
を
見
慣
れ
た
人

に
と
っ
て
も
、
程
度
の
差
は
あ
れ
納
得
の
ゆ
く
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
右
に
諸
家
の
論
述
を
引
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
若
紫
・

賢
木
・
蓬
生
・
真
木
柱
と
、
巻
の
別
を
超
え
て
ツ
レ
と
お
ぼ
し
き
、
同
類
、
同
型
、
同
筆
跡
の
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

「
為
家
本
」仮
設
の
原
拠
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
従
来
の
書
誌
学
で
は
判
断
の
差
異
―
―
「
揺
れ
」
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
面
が
あ
る
。
書
誌
・
筆
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跡
を
も
と
に
し
た
ツ
レ
の
判
定
で
、
各
論
者
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
右
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。「
賢
木
・
薄
雲
・
真
木
柱
の
三

巻
の
み
を
同
筆
」「
薄
雲
巻
や
若
紫
・
賢
木
・
真
木
柱
の
巻
々
の
切
」の
み
を
ツ
レ
と
見
る
厳
密
な
態
度
か
ら
、
ほ
ぼ
疑
う
こ
と
な
く
一
連

の
伝
為
家
筆
断
簡
と
同
一
視
す
る
論
述
、
同
様
な
形
態
・
類
似
し
た
筆
跡
を
通
し
て
緩
や
か
に
ま
と
め
て
取
り
扱
う
と
す
る
意
見
、
等
々
、

必
ず
し
も
見
解
が
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
実
践
女
子
大
学
が
収
集
し
た
一
連
の
薄
雲
の
巻
の
料
紙
は
、
１
～
２
、
10
～
11
の
ご
と
く
表
裏
揃
っ
た
も
の
は
原
型
に
近
い
形

状
の
は
ず
だ
が
、
見
る
か
ら
に
大
判
の
紙
で
あ
り
、
現
在
で
も
肌
理
細
や
か
で
滑
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
紙
質
に
つ
い
て
、
諸
家
の

評
価
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

９
）。

鳥
の
子
薄
様（
花
宴
）
…
…
…
渋
谷
栄
一

鳥
の
子（
花
宴
）
…
…
…
…
…
小
松
茂
美

白
斐
紙（
賢
木
）
…
…
…
…
…
高
田
信
敬

斐
楮
交
漉
紙（
薄
雲
）
…
…
…
加
藤
昌
嘉

斐
紙（
薄
雲
）
…
…
…
…
…
…
田
中
登

斐
紙（
薄
雲
）
…
…
…
…
…
…
池
田
和
臣

斐
紙（
真
木
柱
）
…
…
…
…
…
池
田
和
臣

　

こ
う
し
た
判
断
は
、
主
と
し
て
風
合
な
ど
と
称
す
る
肉
眼
に
よ
る
観
察
、
指
先
な
ど
の
手
触
り
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
く
観

察
者
の
経
験
や
主
観
に
傾
か
ざ
る
を
得
な
い
側
面
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
稿
者
た
ち
に
は
先
学
の
見
識
に
つ
い
て
論
う
意
図
は
な
い
。
た
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だ
、
従
来
の
判
断
方
法
は
あ
る
意
味
職
人
芸
的
な
眼
力
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
紙
質
の
判
断
な
ど
客
観
化
す
る
の
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
を
抱
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
客
観
化
の
方
法
を
求
め
て
い
た
稿
者
た
ち
は
二
〇
一
六
年
か
ら
江
南
和
幸（

（1
（

（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）の
指
導
を
受
け
て
共
同
研
究
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
二
〇
一
九
年
以
降
は
実
際
に
３
Ｄ
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ（K

eyence

製V
H

X
-7000

）を
用
い
て『
源
氏
物
語
』の
写
本
等

の
用
紙
の
分
析
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
一
端
は
稿
者
の
ひ
と
り
横
井
が
既
に
公
表
し
た（

（1
（

が
、
紙
幅
を
鑑
み
て
次
の
よ
う
な
概
観
を
述
べ
る

に
留
ま
っ
た
。

（1）�　

為
家
本
は
コ
ウ
ゾ
を
主
体
と
し
、
ガ
ン
ピ
の
繊
維
を
含
む
用
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
肉
眼
で
観
察
す
る
従
来
の
方
法
は
判
断

を
誤
り
や
す
い
。
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
力
は
絶
大
で
あ
る
。

（2）�　

為
家
本
に
は
丹
念
な
打
紙
加
工
が
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』写
本
に
は
打
紙
が
な
さ
れ
て
い
る
例
を
見
る
が
、
為
家
本
ほ
ど

の
例
を
見
い
だ
す
の
は
難
し
い
。

（3）�　

為
家
本
は
熟
練
の
研
究
者
に
ガ
ン
ピ
と
見
誤
ら
せ
る
ほ
ど
の
上
質
紙
で
あ
り
、
か
つ
縦
三
〇
㎝
を
超
え
る
大
判
の
紙
を
周
到
に

用
意
し
た
上
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

（1） 

（2）
に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
観
察
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
混
漉
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
実

践
女
子
大
学
蔵
の
薄
雲
の
巻
断
簡
で
観
察
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、コ
ウ
ゾ
が
主
体
に
見
え
る
中
に
雁
皮
の
繊
維
屑（
導
管
・
甘
皮
な
ど
）

を
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
後
掲
の
画
像
等
に
よ
っ
て
実
際
に
判
断
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、

（3）
に
つ
い
て
は
、
当
然
こ
れ
は
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
画
面
か
ら
看
取
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
た
だ
し
か
し
、
画
像
か
ら
読
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み
取
れ
る
も
の
を
演
繹
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
浮
か
び
上
が
る
次
の
課
題
で
あ
る
。
た
め
に
、
既
出
前
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
古
筆
切
一
葉

で
す
ら
紙
繊
維
を
大
量
に
消
費
す
る
も
の
が
、
冊
子
全
体
あ
る
い
は
複
数
巻
の
料
紙
全
体
を
賄
う
必
要
が
あ
る
と
前
提
す
る
な
ら
ば
、
と

し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
提
起
し
た
。

『
源
氏
物
語
』は
書
写
の
た
め
に
は
厖
大
な
紙
を
消
費
す
る
作
品
で
あ
る
。
全
五
四
帖
揃
い
の
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
清
書
だ
け

で
二
三
五
五
枚
必
要
と
い
う
試
算
も
出
さ
れ
て
い
る（
倉
本
一
宏
）。
こ
う
し
た
厖
大
な
大
判
の
紙
を
調
達
で
き
る
社
会
・
経
済
・
政

治
環
境
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
れ
は
書
写
作
業
の
管
理
運
営
の
問
題
と
連
結
す
る
も
の
な
の
か
…
…

　

為
家
本
は『
源
氏
物
語
』写
本
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
良
質
の
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
目
視
で
も
十
分
理
解
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
画
像
で
も
、
後
掲
の
ご
と
く
、
繊
維
の
目
の
詰
ん
だ
、
打
紙
が
丹
念
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
、
手
の
込
ん
だ
良
紙
で

あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
う
し
た
用
紙
を
大
量
に
準
備
で
き
た
上
で
な
さ
れ
た
写
本
の
制
作
は
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
得
る
経
済
的
・

社
会
的
・
政
治
的
な
環
境
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
今
回
は
そ
の
推
論
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
な
る
課
題
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。	

（
横
井
）

注（
１
）　

小
松
茂
美『
古
筆
学
大
成　

第
二
三
巻　

物
語
・
物
語
注
釈
』（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
六
月
刊
）四
〇
〇
頁
。

（
２
）　

池
田
和
臣『
源
氏
物
語
生
々
流
転　

論
考
と
資
料
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
三
月
刊
）Ⅶ「『
源
氏
物
語
』関
係
古
筆
切
資
料
」四
六
〇
頁
。

（
３
）　

伝
為
家
筆
河
内
本
幻
の
巻
一
巻
に
つ
い
て
は
、
横
井
孝
・
江
南
和
幸
・
澤
山
茂「
為
家
本
源
氏
物
語「
幻
」の
紙
質
と
筆
者
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
紙

の
レ
ン
ズ
か
ら
見
た
古
典
籍
―
―
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
世
界
」
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
三
月
一
四
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日
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
開
催
）で
言
及
し
た
。
本
稿
で
も
画
像
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
が
、
別
稿
で
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
４
）　

堀
部
正
二「
源
氏
物
語
雑
々
私
記
」（『
中
古
日
本
文
学
の
研
究
―
―
資
料
と
実
証
』、教
育
図
書
、一
九
四
三
年
一
月
刊
）一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。

（
５
）　

高
田
信
敬
「
源
氏
物
語
の
古
筆
切　

二
種
」（『
源
氏
物
語
と
源
氏
以
前　

研
究
と
資
料
―
―
古
代
文
学
論
叢
第
一
三
輯
』
武
蔵
野
書
院
、

一
九
九
四
年
一
二
月
刊
、
所
収
）二
九
一
頁
。

（
６
）　

田
中
登「
伝
藤
原
為
家
筆『
源
氏
物
語
』薄
雲
巻
断
簡
の
紹
介
」（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所『
年
報
』第
二
八
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

三
〇
頁
。

（
７
）　
【
表
一
】
は
、
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」（
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究
―
考
証
・
情
報
・
資
料
―
第
６
集
』
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
四
年
五
月
刊
、
所
収
）、
大
内
英
範『
源
氏
物
語　

鎌
倉
期
本
文
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
五
月
刊
）を
参
照
し
た
。

（
８
）　

前
掲
注（
５
）論
文
、
二
九
五
頁
。

（
９
）　

小
松
茂
美
＝『
古
筆
学
大
成
』。
渋
谷
栄
一
＝【
表
一
】掲
出
論
文
。
高
田
信
敬
＝
注（
５
）論
文
、
田
中
登
＝
注（
６
）論
文
。
加
藤
昌
嘉
＝「
河

内
本
源
氏
物
語　

薄
雲
巻
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編『
古
筆
へ
の
誘
い
』三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
五
年
三
月
刊
）。
池
田
和
臣
＝「
源
氏
物
語
の
古

筆
切
」（
中
央
大
学
文
学
部『
紀
要
』第
九
一
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
の
ち
注（
２
）著
所
収
。
同「『
源
氏
物
語
』コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

解
説
」（『
人

物
で
読
む『
源
氏
物
語
』第
六
巻
―
―
紫
の
上
』勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
六
月
刊
）。

（
10
）　

江
南
和
幸
「
コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
と
紙
の
科
学
的
分
析
学
と
の
邂
逅
―
―
科
学
的
コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
の
提
案
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
紙
の
レ
ン
ズ

か
ら
見
た
古
典
籍
―
―
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
世
界
（
資
料
集
）』
二
〇
二
一
年
三
月
一
三
／
一
四
日
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資

料
研
究
所
）、「
紙
は
時
代
の
目
撃
者
：
紙
の
化
学
分
析
が
語
る
知
の
文
明
の
歴
史
―
―
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
：
実
践
女
子
大
学
「
源

氏
物
語
研
究
の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」に
寄
せ
て
」（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所『
年
報
』第
三
九
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）な
ど
。

（
11
）　

横
井
孝「
源
氏
物
語
写
本
の
打
紙
は
何
を
語
る
か
―
―
「
伝
為
家
筆
本
」の
位
相
」（『
書
物
学
』第
一
九
号
、
二
〇
二
二
年
二
月
）。
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四　

為
家
本
調
査
の
前
提
と
し
て
―
―
和
紙
概
説

　

古
典
籍
を
形
成
す
る
用
紙
に
つ
い
て
、
国
文
学
に
お
い
て
も
書
誌
な
ど
で
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、「
物
」と
し
て
の

紙
に
つ
い
て
は
案
外
注
意
を
払
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

原
料
、
産
地
、
抄
紙
法
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
の
異
な
る
和
紙
類
に
つ
い
て
、
そ
の
風
合
い
を
感
覚
的
に
捉
え
る
に
は
、
そ
れ
な

り
の
目
利
き
が
必
要
で
あ
っ
た
。
和
紙
の
先
行
研
究
で
報
告
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
、
試
料
か
ら
靭
皮
繊
維
の
一
部
を
取
り
出
し
、
光
学

顕
微
鏡
に
よ
る
紙
繊
維
観
察
、
繊
維
や
填
料
を
色
素
で
染
色
し
て
観
察
す
る
化
学
試
験
、
物
性
測
定
な
ど
の
破
壊
試
験
が
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
、観
察
機
材
と
し
て
用
い
た
高
精
度
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ V

H
X

-7000

で
は
、何
が
ど
の
よ
う
に
観
察
で
き
る
の
か
、

何
が
分
か
る
の
か
に
つ
い
て
例
を
あ
げ
て
概
説
し
、
延
い
て
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
為
家
本
源
氏
物
語
に
お
け
る
紙
質
に
つ
い
て
分
析

の
結
果
を
報
告
し
た
い
。

　

本
機
材
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
源
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
４
Ｋ
と
い
う
高
解
像
度
で
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
破
壊
法
に
よ
る
観
察

で
あ
る
た
め
、
試
料
に
損
傷
を
与
え
る
心
配
が
な
い
の
が
大
き
な
利
点
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
光
源
は
反
射
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
光
量
・
光
源
の
位
置
を
変
化
さ
せ
た
撮
影
が
容
易
で
あ
り
、
透
過
光
に
よ
る
通
常
の
光
学
顕
微
鏡
と
し
て
の
観
察
を
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
標
準
の
機
能
を
用
い
て
も
擬
似
的
に
走
査
型
顕
微
鏡（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）モ
ー
ド
に
よ
る
観
察
、
さ
ら
に
各
種
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
に
よ
る
付
加
価
値
的
な
観
察（
例
え
ば
偏
光
観
察
）な
ど
も
備
え
て
い
る
。
画
像
処
理
能
力
が
優
れ
て
い
る
た
め
、
撮
影
し
た
デ
ジ

タ
ル
画
像
か
ら
細
部
の
計
測
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
用
い
て
の
観
察
を
行
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
古
典
籍
を
彩
る
和
紙
の
原
料
は
、「
楮（
コ
ウ
ゾ
）」「
雁
皮（
ガ
ン
ピ
）」「
三
椏（
ミ
ツ
マ
タ
）」が
主
で
あ
り
、
時
代
の
変
遷
が
あ

る（
（1
（

。
鎌
倉
期
・
室
町
初
期
で
は
特
殊
な
例
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
楮
・
雁
皮
に
限
定
さ
れ
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
こ
う
し
た
植
物
の
外
皮
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の
下
に
あ
る
靱
皮（
柔
ら
か
い
内
皮
）繊
維
が
紙
の
原
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
靭
皮
繊
維
は
い
ず
れ
も
繊
維
長
が
長
く
、
強

靱
で
、
光
沢
が
あ
り
、
和
紙
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
薄
く
て
強
い
性
質
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
に
麻
・
桑
・
竹
・
藁
な
ど

も
用
い
ら
れ
た
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』に
つ
い
て
稿
者
た
ち
が
観
察
し
た
写
本
・
古
筆
切
・
刊
本
に
お
い
て
は
、
特

異
な
例
を
見
な
い
。

　
「
楮
」（Broussonetia K

azonoki. Sied.

）
は
奈
良
時
代
か
ら
紙
の
主
原
料
で
あ
る
が
、
奈
良
朝
以
降
ガ
ン
ピ
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
コ
ウ
ゾ
は
繊
維
が
や
や
粗
剛
で
あ
る
た
め
、
優
美
な
な
め
ら
か
な
紙
質
で
は
な
い
が
、
強
靱
性
に
優
れ
て
い
る
。
コ
ウ

ゾ
の
繊
維
は
帯
状
に
長
く
、
所
々
に
結
節
が
あ
る
た
め
叩
解
す
る
と
一
部
の
繊
維
が
相
互
に
絡
み
合
っ
て「
双
眼
」と
い
う
結
節
を
つ
く
る

た
め
、
機
械
に
よ
る
打
解
に
は
不
適
で
、
手
打
叩
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
観
察
の
際
に
、
こ
の
結
節
が

「
楮
」の
見
極
め
の
基
準
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
下
記
の
画
像
で
注
目
し
て
頂
き
た
い
。

　
「
雁
皮
」（W

ikosrtoem
ia Sikokiana.

）
は
古
く
か
ら
日
本
に
自
生
し
て
い
る
野
生
種
で
あ
る
が
、
コ
ウ
ゾ
に
比
し
て
栽
培
が
困
難
で

あ
り
、
生
産
量
に
差
が
あ
っ
た
。
靭
皮
繊
維
は
抄
紙
原
料
と
し
て
は
最
高
級
で
あ
り
、
亜
麻
や
大
麻
に
見
ら
れ
る
結
節
が
あ
る
。
見
か
け

上
ミ
ツ
マ
タ
の
繊
維
に
酷
似
し
て
い
る
。
抄
紙
し
た
和
紙
は
優
美
で
光
沢
が
あ
り
半
透
明
で
結
着
力
が
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
観

察
の
際
に
は
、
コ
ウ
ゾ
に
比
べ
て
よ
り
細
い
素
材
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
三
椏
」（Edgew

orthia Papirifera. Sied.

）
は
、
枝
が
三
つ
の
股
に
分
枝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
三
椏
の

靱
皮
は
細
小
で
光
沢
が
あ
り
緻
密
で
あ
る
。
コ
ウ
ゾ
に
比
べ
る
と
繊
維
長
は
か
な
り
短
く
、
強
度
も
や
や
劣
る
も
の
の
、
紙
の
天
敵
と
も

い
う
べ
き
紙し

魚み

が
つ
き
に
く
く
、
優
美
な
光
沢
が
あ
る
。
明
治
以
前
の
三
椏
紙
は
粗
雑
で
着
色
も
見
ら
れ
た
が
、
現
在
は
ア
ル
カ
リ
処
理

に
よ
り
製
造
法
が
改
良
さ
れ
、
純
良
な
紙
質
と
な
り
「
改
良
半
紙
」、「
局
紙
」「
貨
幣
用
紙
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
の
典
籍

に
は
多
く
見
受
け
ら
れ
、
コ
ウ
ゾ
と
漉
混
さ
れ
た
り
ミ
ツ
マ
タ
の
み
で
も
漉
か
れ
た
り
し
た
が
、
室
町
期
以
前
の『
源
氏
物
語
』写
本
の
使
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用
例
に
は
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
各
種
原
料
の
繊
維
長
は
、
世
良
明（

（1
（

ら
が
繊
維
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
コ
ウ
ゾ
が
最
も
長
く
平
均
11
㎜
、
次
い
で
ガ
ン
ピ
が

4.6
㎜
、
ミ
ツ
マ
タ
が 

4.1
㎜
、
ま
た
、
繊
維
幅
は
コ
ウ
ゾ
が
16 

㎛
、
ミ
ツ
マ
タ
が
11 

㎛
、
ガ
ン
ピ
が
7 

㎛
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

関
義
城（

（1
（

は
西
田
屹
二
『
木
材
化
学
（
上
巻
）』
を
引
き
つ
つ
、
コ
ウ
ゾ
の
繊
維
長
を23.76

～0.94 

㎜
、
ガ
ン
ピ
を5.30

～2.32

㎜
、
ミ

ツ
マ
タ
を5.14
～0.70

㎜
、
繊
維
幅
は
コ
ウ
ゾ
42
～
7 

㎛
、
ガ
ン
ピ
20
～
10 

㎛
、
ミ
ツ
マ
タ
を
23
～
14 

㎛
と
表
示
す
る
。

　

さ
ら
に
、
大
川
昭
典（

（1
（

ら
に
よ
れ
ば
、
繊
維
長
は
コ
ウ
ゾ
が
6
～
21
㎜
、
ガ
ン
ピ
は
3
～
5
㎜
、
ミ
ツ
マ
タ
は
3
～
5
㎜
、
繊
維
幅
は
コ

ウ
ゾ
10
～
30 

㎛
（0.010
～0.030

㎜
）、
ガ
ン
ピ
10
～
30 

㎛
（0.010

～0.030

㎜
）、
ミ
ツ
マ
タ
10
～
30 

㎛
（0.010

～0.030

㎜
）
と
測
定

し
て
い
る（ 

㎛
は
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
。
１
㎜
の
千
分
の
一
。
ミ
ク
ロ
ン
と
同
）。

　

た
だ
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
諸
家
に
よ
り
計
測
の
結
果
に
か
な
り
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
観
察

の
た
め
に
一
応
の
目
安
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
バ
ラ
つ
き
で
は
有
意
な
数
値
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
こ
う

し
て
具
体
的
な
数
値
を
示
さ
れ
る
と
、
数
字
が
一
人
歩
き
し
て
は
困
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
画
像
分
析
の

際
、
後
述
す
る「
打う

ち
が
み紙

」が
施
さ
れ
た
繊
維
は
当
然
繊
維
幅
が
拡
張
さ
れ
、
右
の
よ
う
な
数
値
に
は
な
ら
な
い
。
数
値
が
先
入
観
と
な
っ
て

眼
前
の
画
像
の
特
徴
を
見
逃
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
末
転
倒
と
い
う
し
か
な
い
。
コ
ウ
ゾ
に
比
し
て
ガ
ン
ピ
・
ミ
ツ
マ
タ
の
繊
維

幅
の
値
の
小
さ
さ
は
指
摘
で
き
る
が
、
数
値
は
必
ず
し
も
標
準
化
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

次
頁
に「
雁
皮
」「
楮
」「
三
椏
」の
標
準
的
な
画
像
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
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【
図
１
―
ａ
】
純
雁
皮
（
さ
ざ
な
み
01
）
五
〇
〇
倍
画
像

【
図
１
―
ｂ
】
純
楮
（
さ
ざ
な
み
08
）
五
〇
〇
倍
画
像
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【
図
１
―
ｃ
】
純
三
椏
（
さ
ざ
な
み
23
）
五
〇
〇
倍
画
像 

　
【
図
１
―
ａ
～
ｃ
】
は
「
成
子
紙
工
房
」
製
『
特
撰
さ
ざ
な
み
紙

譜
』『
さ
ざ
な
み
紙
譜
』見
本
紙
よ
り
サ
ン
プ
ル
と
し
て
用
い
た
。

　

本
学
の
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
「
源
氏
物
語
研
究

の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」
の
三
本
柱
の
う
ち
の
第
一
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
和
紙
の
光
学
的
研
究
」に
お
い
て
、
古
典
籍
の

用
紙
の
捉
え
方
は
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
①
中
国
・
ア
ジ
ア

世
界
か
ら
日
本
へ
と
い
う
歴
史
的
変
遷
を
踏
ま
え
た
和
紙
の
位

置
づ
け
、
さ
ら
に
②
ア
ラ
ブ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
製
紙
の

状
況
と
和
紙
の
接
点
と
い
う
空
間
的
広
が
り
の
中
の
和
紙
の
位

置
づ
け
、
ま
た
③
現
代
の
紙
に
至
る
ま
で
、
ぼ
ろ
布
繊
維
を
初

め
と
し
て
、
大
麻
・
穀（
カ
ジ
ノ
キ
）紙
・
竹
紙
・
粟
藁
・
稲
藁

な
ど
多
様
な
原
材
料
を
駆
使
し
て「
紙
」を
製
造
し
た
事
実
、
な

ど
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
江
南
和
幸
の
教
示（

（1
（

に
依
拠
し
、
奈
良

時
代
か
ら
室
町
・
江
戸
期
の
典
籍
に
用
い
ら
れ
た「
紙
」に
、
ま

こ
と
に
大
ま
か
で
は
あ
る
が
、
各
時
代
の
指
標
を
得
よ
う
と
し

て
い
る
。
紙
を
平
滑
に
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
の
「
打
紙
」、

ま
た
は
充
填
材
と
し
て
の「
米
粉
」な
ど
も
ま
た
、
紙
の
様
相
を

見
極
め
て
ゆ
く
た
め
の
指
標
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
章
で
述
べ
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る
。

　

為
家
本
源
氏
物
語
は
、
加
速
器
質
量
分
析
計
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
調
査
結
果
で
は「
上
限
が
一
二
五
五
年
、
下
限
が
一
二
八
二
年
」の
成
立
と
い
う
。

一
三
世
紀
半
ば
、
鎌
倉
期
の
作
品
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
和
紙
の
抄
造
法
は
流
し
漉
き
で
あ
り
、

原
材
料
も
上
記
し
た
よ
う
に
ほ
ぼ
限
定
的
で
あ
る
。
実
践
女
子
大
学
所
蔵
品
で
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
図
書
館
蔵
古
筆
手
鑑『
筆
陣
』の
冒

頭
を
飾
る
伝
聖
武
天
皇
筆『
賢
愚
経
』、
奈
良
時
代
の
古
筆
の
名
品
の
一
つ「
大
聖
武
」の
ご
と
き
は「
溜た

め

漉
き
」の
代
表
例
と
い
え
よ
う
。

　

因
み
に
、「
溜
漉
き
」は
平
安
・
中
世
以
降
の
典
籍
に
親
し
ん
で
き
た
人
に
は
目
馴
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、「
大
聖
武
」の
よ
う
に
平
安
期

以
前
の
例
に
多
く
見
ら
れ
る
初
期
的
方
法
で
あ
る
。
植
物
繊
維
は
、
水
中
で
沈
殿
し
よ
う
と
す
る
性
質（
沈
降
性
）と
集
合
し
よ
う
と
す
る

性
質（
凝
集
性
）の 

二
つ
の
性
質
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、和
紙
を
抄
紙
す
る
際
に
は
、こ
の
二
つ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抄
紙
時
の
沈
降
性
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
た
め
に
、
繊
維
を
十
分
に
叩
解
し
枝
状
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
フ
ィ
ブ
リ
ル
化
と
い

う
。
一
方
、
凝
集
性
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
靭
皮
繊
維
を
で
き
る
だ
け
短
く
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。「
溜
漉
き
法
」は
、
漉
桁
に
よ
り

原
料
液
を
流
し
込
ん
だ
後
に
水
分
の
自
然
濾
過
に
よ
り
脱
水
し
、
漉
き
簀
の
上
に
紙
料
を
残
す
方
法
で
あ
る
。
厚
め
の
紙
や
土
粉
な
ど
を

入
れ
て
漉
く
場
合
に
適
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
で
作
ら
れ
た
和
紙
の
表
面
は
凹
凸
が
多
く
滑
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
石
盤
や
木
槌

な
ど
で
紙
の
表
面
を
打
ち
、
平
坦
に
す
る「
打
紙
」加
工
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
方
法
は
時
間
と
人
力
を
必
要
と
す
る
た
め
、
大
量
生

産
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
溜
漉
き
の
欠
点
を
克
服
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が「
流
し
漉
き
」で
あ
り
、
簀
桁（
す
け
た
）の
中
に
原
料
液
を
汲
み
込
み
漉
桁

を
揺
す
っ
て
繊
維
を
絡
め
る
様
子
、
さ
ら
に
桁
か
ら
簀
を
持
ち
上
げ
て
「
紙
床
」（
し
と
）
に
重
ね
置
く
仕
草
を
示
す
動
画（

（1
（

や
画
像
で
現
在

で
も
よ
く
知
ら
れ
た
方
法
で
あ
る
。
流
し
漉
き
は
繊
維
の
長
さ
を
生
か
し
て
漉
く
方
法
で
、
紙
料
溶
液
に「
ね
り
」（
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
な
ど

の
根
か
ら
抽
出
し
た
粘
性
の
あ
る
液
体
）
を
加
え
、
漉
桁
を
上
下
左
右
に
揺
り
動
か
し
て
紙
層
の
厚
さ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
で
あ

る
。
溜
漉
き
に
比
較
し
て
よ
り
薄
い
和
紙
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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五　

為
家
本
の
「
打
紙
」
加
工

　

高
級
な
和
紙
に
は
筆
の
運
び
を
滑
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
抄す

か
れ
た
後
に
紙
を
打
っ
て
表
面
を
平
滑
化
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
打
紙
」と
呼
ば
れ
る
加
工
技
術
で
あ
る
。「
溜
漉
き
」の
時
代
か
ら「
打
紙
」が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
章
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ

れ
が「
流
し
漉
き
」さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
同
様
に「
打
紙
」が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
既
に
周
知
の
事
実
で
あ
る（

（1
（

。

　

関
義
城『
和
漢
紙
文
献
類
聚　

古
代
・
中
世
編（

（1
（

』は
、
日
本
最
古
の
書
た
る『
古
事
記
』か
ら
室
町
時
代
の
宮
廷
の
記
録『
御
湯
殿
の
上
の

日
記
』
に
至
る
ま
で
、
中
国
の
文
献
・
大
日
本
古
文
書
に
至
る
ま
で
、
紙
に
関
わ
る
本
文
を
網
羅
し
た
便
利
き
わ
ま
る
資
料
集
で
あ
る
。

こ
れ
に
入
木
道
の
伝
書『
麒
麟
抄
』を
引
い
て
、

　
　

一
、
檀
紙
打
紙
に
は
筆
を
浮
て
緩
々
と
取
て
静
に
可
レ
書
、
打
紙
に
は
墨
を
厚
く
摺
る
。
檀
紙
に
は
薄
く
摺
る
。

と
あ
る
。
紙
の
特
性
に
合
わ
せ
て
書
き
方
、
墨
の
濃
淡
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
古
筆
上
の
墨
の
表
情
に
つ
い
て
も
観
察
す
る

と
墨
の
成
分
、
硯
か
ら
の
抽
出
成
分
な
ど
有
益
な
情
報
が
得
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
【
図
２
―
ａ
・
ｂ
】に
楮
の
打
紙
前
後
の
違
い
を
示
し
た
。
用
い
た
試
料
は
、
宍
倉
佐
敏
編
著『
必
携
古
典
籍
・
古
文
書
料
紙
事
典（

（2
（

』に
付

属
す
る
和
紙
見
本
帖
か
ら
「
楮
打
紙
な
し
」「
楮
打
紙
あ
り
」
の
紙
片
を
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プV

H
X

-7000

を
用
い
て
五
〇
〇

倍
で
観
察
し
、
繊
維
幅
を
計
測
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

打
紙
な
し
の
繊
維
幅
は
平
均
17 

㎛
で
あ
る
の
に
対
し
、「
打
紙
あ
り
」
は
部
位
①22.94 

㎛
、
②13.96 

㎛
、
③18.90 

㎛
、
④24.32 

㎛
、
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⑤16.75 

㎛
で
全
体
の
平
均19.37 

㎛
と
な
り
、
約
一
一
％
増
加
し
て
い
る
。
目
視
で
も
繊
維
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。

【図 2―a】楮打紙なし（宍倉［2011］和紙見本帖より）

【図 2―b】楮打紙あり（宍倉［2011］和紙見本帖より）

　

次
に
示
す【
図
３
】は
紙
の
温
度
株
式
会
社（
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
）が
市
販
し
て
い
る
打
紙
で
、「
古
代
紙
」と
い
う
名
称
で
あ
る
。
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原
料
は
雁
皮
で「
溜
漉
き
法
」で
あ
り
、
奈
良
時
代
の
抄
紙
技
術
を
再
現
し
た
も
の
と
い
う
。【
図
４
】も
紙
の
温
度
㈱
の
高
野
紙（
吉
沢
紙
）

と
い
う
打
紙
で
、
和
歌
山
県
高
野
山
産
楮
を
原
料
と
し
て
い
る
。
漉
き
方
は
溜
漉
き
法
で
、
漉
い
た
後
簀
を
立
て
か
け
て
水
を
切
り
、
圧

縮
し
て
い
な
い
。
干
し
方
も
他
の
地
域
と
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
地
合
は
ふ
っ
く
ら
し
た
感
じ
が
あ
る
。

【図 3】雁皮（古代紙）打紙（紙の温度株式会社製）

【図 4】楮（高野紙）打紙（紙の温度株式会社製）

　
【
図
３
】【
図
４
】と
も
に
五
〇
〇
倍
の
画
像
で
あ
る
。
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紙質調査による為家本源氏物語の研究

　
【
図
３
】の
繊
維
幅
は
、
部
位
①17.81 

㎛
、
②22.65 

㎛
、
③20.69 

㎛
で
、
全
平
均
が20.52 

㎛
と
な
る
。【
図
４
】の
繊
維
幅
は
、
部
位

①
が25.76 

㎛
、
②
が22.26 

㎛
で
、
全
平
均
が23.99 

㎛
と
な
る
。
以
上
は
現
代
紙
で
は
あ
る
が
、
原
材
料
が
ガ
ン
ピ
で
あ
る
か
コ
ウ
ゾ

で
あ
る
か
だ
け
で
な
く
、
そ
の
植
物
繊
維
の
産
地
を
含
め
て
素
性
が
明
確
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
第
三
者
の
不
確
定
な
数
値
に
振
り
回
さ

れ
ず
に
済
む
。

　

為
家
本
を
見
て
み
よ
う
。「
伝
藤
原
為
家
筆
真
木
柱
の
巻
大
四
半
切
」の
一
枚「
ゆ
る
さ
れ
あ
り
て
を
」の
全
体
像
が【
図
５
】で
あ
る
。
縦 

三
二
・
九
㎝
、
横
一
〇
・
二
㎝
（
現
在
は
五
行
し
か
存
し
な
い
が
、
残
り
六
行
あ
っ
た
も
の
の
残
簡
。
全
体
で
は
横
二
六
㎝
余
り
だ
っ
た
ら

し
い
）と
い
う
破
格
に
大
判
の
古
筆
切
で
あ
る
。
こ
の
ほ
ぼ
中
央
左
寄
り
、
四
行
目「
か
な
は
ぬ
」五
行
目「
兵
部
卿
」の
間
をV

H
X

7000

で
五
〇
〇
倍
に
し
て
観
察
し
た
画
像
が
、
次
の【
図
６
】で
あ
る
。

　

計
測
し
た
一
五
箇
所
の
全
平
均
は23.87 
㎛
。【
図
４
】の
高
野
紙（
吉
沢
紙
）を
打
紙
に
し
た
例
と
の
近
似
値
が
得
ら
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
紙
の
温
度
の
高
野
紙
は
純
楮
紙
と
の
触
れ
込
み
で
あ
る
が
、【
図
５
】の
為
家
本
は
、
そ
の
紙
質
に
つ
い
て
の
検
証
を
こ
こ

で
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
本
稿
第
三
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
書
誌
学
の
立
場
か
ら
は「
鳥
子
紙
」「
斐
紙
」「
斐
楮
交
漉
紙
」

な
ど
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
。

 　
【
図
６
】は
、【
図
２
】
～
【
図
４
】

の
よ
う
な
隙
間
が
な
く
、
全
体
に
よ

り
丹
念
な
打
紙
加
工
が
な
さ
れ
て
い

る
ご
と
く
に
見
受
け
ら
れ
る
。
30 

㎛

を
超
え
る
幅
広
の
繊
維
（
コ
ウ
ゾ
で

あ
る
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
も
分

【図 5】「為家本」真木柱の
巻断簡「ゆるされありてを」
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か
る
。37.41

～24.32 

㎛
と
い
う
も
の
と19.11

～11.66 

㎛
と
い
う
も
の
と
を
同
様
に
見
な
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
問
へ
の

回
答
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が【
図
７
】で
あ
る
。

【図 6】真木柱「ゆるされありてを」500 倍　繊維幅計測

【図 7】真木柱「ゆるされありてを」200 倍　雁皮繊維
（江南和幸撮影）

250255_実践女子大学文芸資料研究所_年報41号00ブック.indb   34 2022/03/17   16:12:32



― 35 ―

紙質調査による為家本源氏物語の研究

　
【
図
７
】は
同
じ
古
筆
切「
ゆ
る
さ
れ
あ
り
て
を
」の
二
行
目
の

中
央
付
近
、「
あ
ま
り
」の「
ま
」の
横
を
二
〇
〇
倍
に
拡
大
し
た

画
像
で
あ
る
。
画
面
中
央
横
長
に
、
周
囲
の
繊
維
よ
り
は
明
ら

か
に
色
濃
い
繊
維
が
束
に
な
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
る
。
低
倍
率

で
は
あ
る
が
、
こ
の
束
状
の
繊
維
は
周
囲
の
色
の
薄
い
繊
維
よ

り
も
細
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
江
南
和
幸
（
前

掲
）
の
指
導
に
よ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
コ
ウ
ゾ
と
は
異
な
る

繊
維
で
、「
雁
皮
繊
維
の
束
」
と
判
明
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
古

筆
切
の
用
紙
は
、
コ
ウ
ゾ
に
ガ
ン
ピ
を
漉
き
混
ぜ
た
紙
な
の
で

あ
っ
た
。

　
【
図
８
】は
薄
雲
の
巻
の
古
筆
切「
き
こ
ゆ
る
に
御
い
ら
へ
も
」

（
全
体
画
像【
図
９
】）の
一
行
目「
き
こ
ゆ
る
」の「
ゆ
」字
の
左
側

を
五
〇
〇
倍
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
左
上
か
ら
右
下

へ
斜
行
す
る
色
の
濃
い
部
分
が
看
取
で
き
、
こ
れ
も
そ
の
周
囲

の
太
め
の
繊
維
と
比
べ
れ
ば
、
明
ら
か
に
細
い
繊
維
の
束
で
あ

る
。【
図
７
】
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
ツ
レ
と
し
て
共
通
の
紙

の
表
情（
モ
ル
フ
ォ
ロ
ジ
ー
：M

orphology

）を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
為
家
本
」に
は
、
こ
の
よ
う
に
コ
ウ
ゾ
繊
維
の
中
に
、

一
定
量
の
ガ
ン
ピ
を
混
ぜ
漉
き
し
た
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ウ
ゾ
と
ガ
ン
ピ
の
差
異
は
、
打
紙
加
工
さ

【図 8】薄雲「きこゆるに御いらへも」500 倍　雁皮繊維
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れ
た
後
で
も
画
像
と
し
て
は
顕
著
に
現

れ
て
い
る
。

　

以
上
を
簡
略
に
ま
と
め
よ
う
。

（1）「
為
家
本
」の
紙
に
は
コ
ウ
ゾ
と
ガ
ン

ピ
の
混
ぜ
漉
き
を
認
識
す
る
事
が
出
来

た
。
従
来
の
目
視
に
よ
る
書
誌
学
に
お

け
る「
為
家
本
」の
紙
質
に
つ
い
て
判
断

に
揺
れ
が
生
じ
て
い
た
問
題
は
こ
れ
で

解
決
し
た
こ
と
に
な
る
。
コ
ウ
ゾ
と
ガ

ン
ピ
の
割
合
を
数
値
化
す
る
の
は
次
の

課
題
で
あ
る
。

（2）
ま
た
、
そ
の
繊
維
幅
を
測
定
す
る
と

「
打
紙
」
の
加
工
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
抄
紙
の
際
に
表
面
の
平
滑
化
を
図
る
た
め
に
打
紙
は
特
殊
な
技
法
で
は
な
い
。
但
し「
為
家
本
」の
場
合
、
打
紙
は
よ
り
丹

念
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。	

（
澤
山
）

注（
12
）　

前
掲
注
（
10
）
江
南
稿
「
紙
は
時
代
の
目
撃
者
：
紙
の
科
学
分
析
が
語
る
知
の
文
明
の
歴
史
―
―
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
：
実
践
女

子
大
学「
源
氏
物
語
研
究
の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」に
寄
せ
て
」な
ど
。

【図 9】「為家本」薄雲の巻断簡「きこゆるに御いらへも」
（実践女子大学文芸資料研究所所蔵）
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紙質調査による為家本源氏物語の研究

（
13
）　

世
良
明「
木
材
研
究
」（『
京
都
大
学
木
材
研
究
所
報
告
』第
一
三
号
、
一
九
五
四
年
）。

（
14
）　

関
義
城『
手
漉
紙
史
の
研
究
』（
木
耳
社
、
一
九
七
六
年
七
月
刊
）、
四
八
頁
。

（
15
）　

大
川
昭
典「
楮
・
三
椏
・
雁
皮
繊
維
の
鑑
別
」・
同「
文
書
料
紙
の
塡
料
の
観
察
」（『
紙
素
材
文
化
財（
文
書
・
典
籍
・
聖
教
・
絵
図
）の
年
代

測
定
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』平
成
一
五
年
度
～
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究（
A
））研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
＝
富
田
正

弘
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

（
16
）　EN

A
M

I K
azuyuki, K

A
T

O
 M

asato,Y
A

N
O

 T
akatsugu, K

O
H

N
O

 M
asuchika, M

ark Barnard,and K
um

iko M
atsuoka

：

	
“

A
nalysis of m

orphology of and elem
ents on the paper specim

ents of the Stein collection of the British Library”
.

T
radition and Innovation

：proceedings of the 6th ID
P conservation conference. T

he N
ational Library of China.

T
he British Library.2007.pp.37-51

、EN
A

M
I K

azuyuki,SA
K

A
M

O
T

O
 Shoji, O

K
A

D
A

 Y
oshihiro, K

O
H

N
O

 M
asuchika

：

A
pprorach to the H

istory of Social and Cultural Life in M
edieval China and central A

sia through the Scientific A
nalysis 

of Paper."D
U

N
H

U
A

N
G ST

U
D

IES

：PRO
SPECT

S A
N

D
 PRO

BLEM
S FO

R T
H

E CO
M

IN
G SECO

N
D

 CEN
T

U
RY

 O
F 

RESEA
RCH

".pp.39-40. Irina Popova and Liu Y
i eds.,Russian A

cadem
y of Sciences.Institute of O

riental M
anuscripts. 2012

、

「
紙
は
時
代
の
目
撃
者
：
紙
の
科
学
分
析
が
語
る
知
の
文
明
の
歴
史
―
―
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
：
実
践
女
子
大
学「
源
氏
物
語
研
究
の

学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」に
寄
せ
て
」（
前
掲
注（
10
）稿
）。

（
17
）　

一
例
と
し
て
「
和
紙
職
人
～
奈
良
吉
野
の
紙
漉
き
の
里
：
文
部
科
学
省
」（https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=M
am

vgEW
A

6H
U

&
list=PL76F2B447B13008E4&

index=10

）を
挙
げ
て
お
く
。

（
18
）　

実
は
「
打
紙
」
技
術
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
鈴
木
七
実
・
大
和
あ
す
か
「
打
紙
の
復
元
実
験
―
―
平
安
後
期
伊
勢
物
語
絵
巻
の
想
定
復
元

を
通
し
て
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
紙
の
レ
ン
ズ
か
ら
見
た
古
典
籍
―
―
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
世
界（
資
料
集
）』二
〇
二
一
年
三

月
一
三
／
一
四
日
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
）は「
湿
ら
せ
て
お
い
た
紙
を
５
枚
重
ね
て
御
影
石
の
上
に
置
き
、
そ
の
上
に
牛
皮
を
被
せ
、

木
槌
で
」打
ち
、
紙
を
乾
燥
さ
せ
た
後
、「
猪
牙
で
繊
維
方
向
に
合
わ
せ
て
擦
り
、
両
面
を
磨
く
」と
い
う
方
法
を
実
験
し
た
。
の
ち
、
大
和
あ
す
か
・

鈴
木
七
実「
打
紙
再
現
試
料
か
ら
繊
維
の
形
状
と
表
面
の
粗
さ
を
見
る
」（『
書
物
学
』第
一
九
巻
、
二
〇
二
二
年
二
月
）に
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
19
）　

関
義
城『
和
漢
紙
文
献
類
聚　

古
代
・
中
世
編
』（
思
文
閣
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
刊
）。

（
20
）　

宍
倉
佐
敏
編
著『
必
携
古
典
籍
・
古
文
書
料
紙
事
典
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
刊
）。
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六　

紙
質
調
査
に
よ
る
為
家
本
の
ツ
レ
の
探
索

　

前
章
で
は
、「
為
家
本
」に
お
け
る
紙
の
繊
維
の
特
定
を
行
う
と
同
時
に
、打
紙
加
工
の
様
相
を
観
察
し
て
き
た
。
３
Ｄ
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー

プ
で
は
微
細
な
繊
維
構
造
を
覗
き
こ
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
画
像
を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
共
通
性
、
均
一
性
が
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
古
筆
切
の
ツ
レ
や
古
典
籍
の
僚
巻
・
僚
冊
を
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
画
像
か
ら
読
み
取
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
、
こ
の
後
に
も
観
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
群
の
薄
雲
の
巻（【
表
二
】参
照
）の
場
合
、
紙
質

に
お
い
て
そ
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。「
為
家
本
」の
基
幹
と
も
い
う
べ
き
若
紫
・
賢
木
・
蓬
生
・
薄
雲
・
真
木
柱
の
五
巻
が

あ
り
、
さ
ら
に
第
二
章
の【
表
一
】に
挙
げ
た「
伝
藤
原
為
家
筆
大
四
半
切
と
類
似
す
る
形
態
の
諸
本
」が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
諸
巻

と
僚
巻
あ
る
い
は
ツ
レ
の
関
係
を
紙
質
の
調
査
か
ら
見
出
せ
る
も
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
当
面
の
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
章
は
こ
の

点
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
【
図
10
】は
こ
れ
ま
で
見
た【
図
９
】の
ツ
レ
、
伝
為
家
筆
薄
雲
の
巻
切
の
一
つ
、「
か
く
心
に
こ
め
の
こ
さ
れ
て
」の
全
体
像
で
あ
る
。
こ

の
古
筆
切
五
行
目「
心
に
く
ま
あ
る
事
」の「
あ
」字
の
近
辺
を
五
〇
〇
倍
に
し
た
画
像
が【
図
11
】で
あ
る
。
真
木
柱
の
巻
断
簡
で
あ
る【
図

７
】、
薄
雲
の
巻
断
簡
で
あ
る
【
図
８
】
と
同
様
な
形
態
で
ガ
ン
ピ
繊
維
が
見
ら
れ
る
。
画
面
中
央
の
や
や
上
寄
り
横
長
に
色
濃
く
見
え
る

箇
所
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
色
濃
い
部
分
の
中
央
に
、ウ
ロ
コ
状
の
模
様
が
見
え
る
。
植
物
組
織
に
あ
る
導
管
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
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紙質調査による為家本源氏物語の研究

【
図
11
】
伝
為
家
筆
薄
雲
の
巻
切
「
か
く
心
に
こ
め

の
こ
さ
れ
」
五
行
目
五
〇
〇
倍
画
像

【
図
10
】
伝
為
家
筆
薄
雲
の
巻
切
「
か
く
心
に
こ
め
の
こ
さ
れ
」
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【
図
12
】は
、【
図
７
】の
薄
雲
の
巻
の
古
筆
切「
き
こ
ゆ
る
に
御
い

ら
へ
も
」
の
中
央
付
近
、
五
行
目
「
わ
さ
な
ら
ね
は
・
か
け
と
ゝ
め
」

と
あ
る
朱
点「
・
」の
付
近
の
画
像
。
一
〇
〇
倍
と
い
う
低
倍
率
の
画

像
で
あ
る
が
、
画
面
中
央
に
カ
タ
カ
ナ
の「
イ
」字
形
に
繊
維
が
ウ
ロ

コ
状
に
密
集
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。【
図
11
】と
同
じ
く
ガ
ン
ピ
の

導
管
で
あ
る
。　

こ
れ
ら
は
、
ガ
ン
ピ
の
靱
皮
繊
維
に
小
枝
を
混
入

さ
せ
た
ま
ま
叩
解
し
た
た
め
に
残
存
し
た
導
管
組
織
で
あ
り
、
コ
ウ

ゾ
の
大
き
く
粗
い
導
管
組
織
と
は
異
な
る（
江
南
和
幸
の
教
示
）。
紙

漉
き
の
際
に
、い
わ
ゆ
る「
チ
リ
取
り
」し
き
れ
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
用
紙
に
ガ
ン
ピ
が
混
ぜ
漉
き
さ
れ
て
い
る
一
証
で
も
あ

り
、
ツ
レ
の
存
在
を
指
し
示
す
例
で
も
あ
っ
た
。

　
「
為
家
卿　
幻
之
巻
全
部
一
巻
（
琴
山
印
）」
の
極
札
の
あ
る
幻
の
巻
、

こ
れ
も【
表
一
】に
挙
げ
た「
為
家
本
」の
一
部
と
す
べ
し
と
さ
れ
る
巻

子
本
で
、
本
文
ほ
ぼ
完
備
の
一
巻
で
あ
る
。
筆
跡
そ
の
他
、
ツ
レ
で

あ
る
か
否
か
慎
重
に
検
討
す
べ
き
一
巻
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
質

に
限
定
し
て
観
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
【
図
13
】は
、
幻
の
巻
子
第
一
紙
一
行
目
の
一
部
、
三
〇
〇
倍
の
画
像
で
あ
る
。
中
央
に
導
管
組
織
の
存
在
感
が
大
き
い
。
倍
率
を
上
げ

る
と
画
面
い
っ
ぱ
い
に
導
管
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
い
、
周
囲
の
コ
ウ
ゾ
を
中
心
と
す
る
靱
皮
繊
維
と
の
対
比
が
で
き 【図 12】薄雲「きこゆるに御いらへも」100 倍　雁皮導管
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な
く
な
る
た
め
、
あ
え
て
低
倍
率
に
し
て
あ
る
。

　

真
木
柱
の【
図
７
】、
薄
雲
の【
図
８
】【
図
10
】【
図
11
】、
幻
の【
図
13
】と
、「
為
家
本
」の
基
幹
と
さ
れ
る
複
数
巻
に
共
通
の
紙
質
を

見
出
す
こ
と
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
維
管
束
の
あ
る
植
物
に

導
管
を
見
出
す
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
コ
ウ
ゾ
の
そ
れ
と
ガ
ン

ピ
で
は
全
く
異
な
る
。
同
様
に
コ
ウ
ゾ
よ
り
細
い
繊
維
を
有
す

る
ミ
ツ
マ
タ
が
あ
る
が
、
ミ
ツ
マ
タ
を
紙
の
原
材
料
に
す
る
の

は「
為
家
本
」よ
り
遙
か
後
代
の
こ
と
で
あ
り
見
誤
り
よ
う
が
な

い
。
こ
こ
ま
で
ガ
ン
ピ
の
導
管
の
形
姿
に
注
目
し
て
き
た
が
、

用
紙
全
体
のM

orphology

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
次
の
【
図
14
】

は
、幻
の
巻
第
一
紙
三
行
目「（
ひ
）と
つ
は
・
か
な
し
さ
の
」（「
・
」

は
朱
点
）
と
あ
る
「
な
」
字
の
近
辺
の
画
像
で
あ
る
。
繊
維
幅
の

計
測
値
が
入
っ
て
い
る
。
下
段
の【
図
15
】は
薄
雲
の
巻
の
断
簡

か
ら
任
意
に
選
ん
だ
一
葉「
お
ほ
し
し
ら
る
う
へ
の
」の
一
行
目

「
へ
の
」
二
字
の
中
間
部
分
。
両
図
と
も
五
〇
〇
倍
画
像
で
対
比

し
て
み
た
。
と
も
に
打
紙
が
、
そ
れ
も
か
な
り
丹
念
な
作
業
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。【
図
14
】
幻

の
巻
の
場
合
は
、
計
測
し
た
一
五
点
の
繊
維
幅
の
全
平
均
は

28.29 

㎛
。
但
し
、右
上
の
計
測
域

［1］
～

［5］
の
平
均
は22.69 

㎛
、

【図 13】「為家本」幻の巻・第１紙１行目 300 倍　雁皮導管
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【図 14】「為家本」幻の巻・第１紙 3 行目 500 倍　繊維幅計測

【図 15】薄雲「おほししらるうへの」500 倍　繊維幅計測
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左
の
計
測
域

［6］
～

［10］
の
平
均
は28.61 

㎛
、
右
下
の
計
測
域

［11］

～
［15］

の
平
均
は34.04 

㎛
。【
図
15
】
薄
雲
の
巻
の
場
合
は
、
計

測
し
た
八
点
の
繊
維
幅
の
全
平
均
は22.49 

㎛
。
幻
の
巻
の
場

合
の
方
が
打
紙
の
強
度
が
よ
り
大
き
か
っ
た
と
見
な
す
こ
と
も

で
き
よ
う
し
、
近
似
値
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
で
も
よ
い
か
も

知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
体
のM

orphology

で
は
繊

維
が
稠
密
で
あ
り
、
同
様
の
工
程
を
経
た
用
紙
と
見
る
こ
と
に

誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
【
図
16
】は
前
掲
の
真
木
柱
の
巻
断
簡「
ゆ
る
さ
れ
あ
り
て
を
」

の
三
行
目「
い
と
つ
ら
し
」の「
と
つ
」二
字 

間
の
五
〇
〇
倍
画
像

で
あ
る
。
計
測
し
た
一
五
点
の
繊
維
幅
の
全
平
均
は23.87 

㎛
。

こ
れ
も
繊
維
の
隙
間
な
く
び
っ
し
り
と
打
ち
込
ま
れ
た
紙
で
あ

る
。
打
紙
が
な
さ
れ
な
い
か
、
も
し
く
は
不
十
分
な
用
紙
は
、

目
視
で
も
あ
る
程
度
の
判
別
は
つ
く
が
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ

の
映
像
で
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

【図 16】真木柱「ゆるされありてを」500 倍　繊維幅計測
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【図 17】慶長年間古活字版「桐壺」冒頭　20 倍画像
（実践女子大学図書館黒川文庫蔵）

【図 18】『湖月抄』「桐壺」冒頭　50 倍画像
（実践女子大学図書館黒川文庫蔵）
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上
段【
図
17
】は
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
・
慶
長
年
間
古
活
字
版「
桐
壺
」の
冒
頭「
い
つ
れ
の
御
時
」の「
つ
」を
二
〇
倍
に

拡
大
し
た
図
で
あ
る
。「
つ
」の
湾
曲
の
終
息
の
辺
り
に
孔
が
あ
る
の
は
虫
損
で
は
な
い
。
漉
き
む
ら
で
あ
る
。
下
段【
図
18
】は
、
同
図
書

館
山
岸
文
庫
蔵『
湖
月
抄
』「
桐
壺
」の
冒
頭「
い
つ
れ
の
御
時
」の「
い
」の
近
辺
の
五
〇
倍
の
図
像
で
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
に
漉
き
む
ら
の
孔

が
あ
り
、
紙
の
下
に
敷
い
た
黒
の
羅
紗
紙
が
透
け
て
見
え
て
い
る
。
室
町
時
代
最
末
期
・
江
戸
中
期
の
用
紙
と
鎌
倉
中
期
の
そ
れ
と
で
は

比
較
に
な
り
に
く
い
が
、「
為
家
本
」が
対
極
の
一
方
に
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　

七　
「
為
家
本
」
研
究
の
今
後

　

こ
れ
ま
で
の
論
述
を
ま
と
め
、「
為
家
本
」の
今
後
の
課
題
を
展
望
し
て
お
こ
う
。

（1）�　

伝
藤
原
為
家
筆
源
氏
物
語
大
四
半
切
の
原
型
で
あ
る
冊
子
本
は
一
三
世
紀
中
葉
の
書
写
で
あ
り
、「
伝
藤
原
為
家
筆
本（
為
家
本
）」と

仮
称
し
う
る
、『
源
氏
物
語
』現
存
諸
本
中
で
も
古
写
に
属
す
る
重
要
伝
本
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

（2）　
「
為
家
本
」に
擬
せ
ら
れ
る
諸
巻
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
為
家
本
」を
復
元
す
る
過
程
で
は
古
筆
切
は
本
文
資
料
た
り
う
る
。

（3）�　

従
来
の
書
誌
学
は
経
験
値
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
に
判
断
に
揺
れ
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
マ
イ

ク
ロ
ス
コ
ー
プ
は
、
目
視
に
依
存
し
た
部
分
に
光
学
的
証
明
を
与
え
、
絶
大
な
力
を
発
揮
す
る
場
合
が
あ
る
。「
為
家
本
」の
紙
質
に
対

す
る
判
断
に
揺
れ
が
あ
っ
た
が
、
次
の

（4） 

（5）
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
。

（4）�　

和
紙
は
、
古
く
溜
漉
き
の
時
代
か
ら
流
し
漉
き
の
時
代
に
入
っ
て
も
、
仕
上
げ
に「
打
紙
」加
工
が
施
さ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』な
ど
の

写
本
に
も「
打
紙
」さ
れ
て
い
る
。
但
し
、「
為
家
本
」の
用
紙
は
こ
と
さ
ら
丹
念
な
打
紙
加
工
が
施
さ
れ
て
お
り
、
類
例
を
見
な
い
。

（5）�　
「
為
家
本
」は
コ
ウ
ゾ
主
体
の
紙
に
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
繊
維
・
導
管
組
織
な
ど
の
夾
雑
物
に
よ
り
ガ
ン
ピ
の
混
ぜ
漉
き
が
証
明
さ
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れ
る
。

（6）�　

今
回
の「
為
家
本
」の
調
査
は
薄
雲
の
巻
断
簡
を
軸
に
行
っ
た
が
、
真
木
柱
の
巻
・
幻
の
巻
の
断
簡
に
も
、
紙
の
組
成
・
打
紙
加
工
な

ど
の
表
情（M

orphology

）に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、

（5）
に
つ
い
て
は
、
コ
ウ
ゾ
と
ガ
ン
ピ
の
割
合
を
数
値
化
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
検
討
中
で
あ
る
。

　

（6）
に
つ
い
て
は
、
基
幹
と
さ
れ
る
薄
雲
・
真
木
柱
の
巻
断
簡
の
間
で
共
通
性
が
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、「
為
家
本
」に
擬
せ
ら
れ
る
諸

巻
が
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
か
否
か
、
も
ま
た
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
は
非
破
壊
測
定
で
は
あ
る
も
の
の
、
実
践
女
子
大
学
所
蔵
品
以
外
は
調
査
し
づ
ら
い
現
実
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

次
稿
以
後
は
と
り
あ
え
ず
身
近
に
あ
る
賢
木
の
巻
断
簡
、
幻
の
巻
の
巻
子
本
を
精
査
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。	

（
横
井
・
澤
山
）

謝
辞

　

本
稿
の
根
幹
は
文
中
に
も
言
及
し
た
ご
と
く
、
江
南
和
幸
・
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
の
指
導
と
提
供
さ
れ
た
覚
書
に
拠
る
。
本
来
共
著
者
と
し
て
名

を
連
ね
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ご
本
人
の
意
向
に
よ
り
引
用
の
形
に
留
め
た
。
そ
の
教
示
な
け
れ
ば
本
稿
は
成
ら
な
か
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

付
記

　

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究（
B
）「『
源
氏
物
語
』写
本
の
非
破
壊
分
析
に
よ
る
書
写
年
代
推
定
法
の
開
発
と
河
内

本
の
再
評
価
」（
課
題
番
号21H

00508

・
代
表
者
＝
横
井
）に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

再
校
時
、
為
家
本
の
紅
葉
賀
一
巻
が
紹
介
さ
れ
た
の
に
接
し
た（
安
達
敬
子「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
寄
託『
源
氏
物
語
』紅
葉
賀
巻
の
紹
介
と

翻
刻
―
―
山
本
読
書
室
資
料
と
「
伝
為
家
筆
本
源
氏
物
語
」」『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
第
七
三
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）。
本
稿
に

は
時
期
的
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。
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【
図

３
】

紙
の

温
度

：
古

代
紙

ガ
ン

ピ
・

打
紙
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【
図

４
】

紙
の

温
度

・
高

野
紙

コ
ウ

ゾ
・

打
紙
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【
図

７
】

為
家

本
20191009_112654「

ゆ
る

さ
れ

あ
り

て
」

3
行

わ
き

字
右

横
x200-2-com

po
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【
図

８
】

為
家

本
20191113_702「

き
こ

ゆ
る

に
」

1
行

ゆ
字

左
x500-1-com

po ring
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